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Hawthorneを論ずるに捺して、 theUnpardonable Sin (赦されざる界)は避けて通れない問題となって
いる。彼の代表的長篇、 TheScarlet Letterにしても、 theUnpardonable Sinの取り扱いいかんによって、
作品解釈に大きな違いが生じてくる。その他、長篇、短篇を関わず、 theUnpardonable Sinと直接もしく









thorne 自らの肖像揺を認めている o1 Dieter Schulzは、 questromanceというジャンルの枠の中で
“Ethan Brand"を捉え、その主人公を探求の旅から帰還するヒーローのバリエーションと解している。2
同じく DonaldA. Ringeも、探求の旅へと赴く神話中の人物として Brandを位霞付けている。 3 Richard 
Kellyによれば、 Br・andはギリシャ神話のUranusに、また LittleJoe はその息子のCronusに比定され
る0'; Ely Stock はBrandの原型を聖書中の人物に見いだし、「創世記」の Cain、「殉王紀上」第四主主に出
佐賀大"}':.文化教育守主部欧米文化議JA
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てくる Ethan、「詩篇j第八ト九絡の作者とされる Ethanなどの名を挙げている。そして Brandの人物造
形に特に強い影響を与えた作品として、 ByronのCaiη を指識している。 5 同じく文学作品からの影響とし
て、 NealFrank DoubledayはMaturinのMelmoththe Wandererの主人公を、 GlennPeder・senは
BlakeのUrizenを、それぞれBrandのモデルとしている。 6 Hawthorneと同時代の文学者の中に、 Brand
のモデルを求める読もある。 Newton Arvin ，土、 Hawthorneが“EthanBrand"で描いてみせたのは、
Melvilleの結神的肖像画であると主張している。 7…方、 Joseph Schwartzの意見では、託awthorneは当
時流行ー した Transcendentalismへの批判として、 Emersonに保せて Brandを造形したとされる08
以上の見解はそれぞれに興味深くはあるが、いささか強引きが自につき、説得力に欠けるきらいがある。
る論拠の上に立ち、無理ない妥当な解釈として評欄できる。物語そんな中でBrand=ブァウスト
の自然な読み方として、 Brandの111にブアウストの を見いだすことが可能である。 William





トでも、 ChristopherMarloweが TheTr，偲icalHistOiY 01 Doctor Faustusで描いた Faustusの方がはる
かに関係が近いように思われる。ところが先に名を挙げた批評家たちは、 MarloweのFaustusのことはほ
とんど無視している。
Stein i;i:，“Hawthorne， however， owes litle or nothing to Marlowe's version of the [FaustJ 
myth."と言い切っている O10 なぜSteinはMarloweのFaustusとHawthorneの関係を古定しさったの
であろうか。彼はファウストと悪魔との契約を、人間が悪へ転落することの象徴的表現として捉えている。
そして、“itis the unalterable condition of human existence that man will clear a path to truth 
and knu¥九rledgethrough the jungle of sin and sorrow. との言葉から明らかな通り、第とはある醸の
教育手段であり、その経験を通して真理へと高められていくことが、入閣の普通的な生の在り方であると
している。 11 この悪を通して善ヘヨきるというパターンは、 MarloweのDoctorFaustusにも、その基となっ








は、 Goethe の Faust と Brand を~!ÍliJ Itこ としたため、“EthanBrand"という作品自体の解釈を、少
なからず歪める結果となってしまった。 Stein'土、“Brandlearns that intercourse between man and 
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えでも無理がある。作品に諮られているところを素直に読めば、 Brandは破、減したとしか忠われない。






主るが、 Brandは方々さまよった来てに、 theUnpardonable Sinと破滅的自己認織を得たにとどまる。第
…に、 FaustがWagnerを伴い、 EFI閣に散策に赴くと、二人の間関を黒いむく犬がぐるぐると駆け回るo





て、自ら身を滅ぼす。 15以上三点の遠いを説明するため、 Klingel(i，“it [“Ethan Brandつisalso his 
inversion of Goethe's work: an inversion dealing with a man who is damned by his own will rather 















































る。 Brandは昔、夜毎に石灰窯から悪穏を呼び‘出し、 theUnpardonable Sinについて語り合ったという伝
説めいた話が伝わっている。
Ethan Brand， itwas said， had conversed with Satan himself， inthe lurid blaze of this very 
kiln . . . According to this tale， before Ethan Brand departed on his search， he had been 
accustomed to evoke a fiend from the hot furnace of the lime-kiln， night after night， 
in order to confer with him about the Unpardonable Sin; the Man and the Fiend each 
laboring to frame the image of some mode of guilt， which could neither be atoned for， 
nor forgiven. And， with the first gleam of light upon the mountain-top， the fiend 
crept in at the iron door， there to abide in the intensest element of fire， until again 
summoned forth to share in the dreadful task of extending man's possible guilt beyond 
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契約書の第四項に、“thathe [Mephisto] shall be in his [Faustus'] chambe1' 01' house invisible."と
されている通り、 Mephistoは通例、人目に見えぬよう、姿を消しているからである 0 18 Faustusにいつも
罷近で仕える従僕のWagner必でさえ、 Mephistoの姿を見たことはない。ファウストヱドにも同様の契約条項
が存在するが、 GoetheのFawすには見当たらない。 Brandが慰1染み深い石灰窯を覗き込む犠は、“hefixed 
his eyes， which were very br怯ht，intently upon the brightness of the furnace， as if he beheld， or 
expected to behold， some object worthy of note within it." (86) と書かれている。当然、彼が窯の中に
見た“someobject worthy of note とは、 Bartramの日には映らぬ悪魔であろう。
自らの腕の中に見いだした theUnpardonable Sinについて誇らかに語る Brandを、 Bartramは単なる
狂人と思いなす。 Bartramの愚鈍さはこれまで作中で繰り返し強調されている。彼は二度も“obtuse"
(83、88) との形容詞を冠せられ、“dulland torpid sense" (86)の持ち主とされている。その知的思考の
さは、高度に忠索的な Brandと対比して、“Theman [Bartram] . . . wasof a different order， and 




























共感し合ったかのように、罪の がilrfがり出てくる様が、“Thelime-burner's own sins rose up 
within him， and made his memory riotous with a throng of evil shapes that asserted their kin-
dred with the Master Sin. . .They [evil shapes] were al of one family; they went to and fro 
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て、 Brandの惑魔に相当しよう。“Brandypossessed this man [the village DoctorJ like an evil 







合いを頻りと求める。 Brandtま彼らのことを、“yebrute beasts" (93) と罵り、即刻立ち去るよう命じる O
BartramがDoctorFa悶 tusのWagner・に相当するとすれば、この三人の役柄は、 Robin、Dick、潟商人、
御者から成る一回にぎiたろうか。村の居酒屋で気勢を上げた Robinらは、彼らを魔術で散々こけにした






ている。 DoctorFaustusでは、 Robinらが作品の喜i強的な部分を担っている。彼らは Faustusの魔争むなど
恐れる色もなく、盛んに部捻の言葉を浴びせかける。彼らがFaustusの苦悩など知らぬ気に、陽気に
拭騒ぐほど、物語の悲劇的な;様相は逆に深められていく。


































Br・anclが夜な夜な窯から呼び出した悪魔であるとする指摘がなされている 0 19 Branclが見世物部に投げか
ける、“'Iremember yOll now'" (96) との言葉は、そのことを裳蓄:きしているとも解される。なぜなら、
彼らは互いに18年来の顔見知りである。また Branclは見世物師に向かつて、向Peace!. . . or get thee 








に操り、ついには破滅に至らしめた Brancl自身の手を暗示している。惑魔は Branclの念頭から theUnpar-










の絡に入っているのは theUnpardonable Sinだと、見世物師は皮肉っぽく )JCめかす。その言葉をそのまま










この犬の異常な振る舞いは、 Brandによる theUnpardonable Sin探求の様を想起させる。決して追いつ
くことの出来ない自分の尻尾を捕まえようとして走り回る野史犬は、所設人間の分器では到達不可能な




“his own master" (96)であるが、 Brandも社会的規範やモラルに縛られることなく、自分の心の命ずる
ままに行動する、“hisown master"であった。犬は元々、“veryquiet， well-disposed"で“sociable"
なため、村人に可愛がられていたところ、“now，al of a sudden， this grave and venerable quadruped， 
of his own mere notion， and without the slightest suggestion from anybody else， began to run 
round after his tail . . . ."(96) となったo Brandも昔は、“asimple and loving man" (98)であったが、







今度も theUnpardonable Sinが存在せぬことを灰めかして、 Brandの天の邪鬼の心理を煽り、逆にその
実在を強弁せしめることにある。巧みな心理作戦と言わざるを得まい。
もちろん、 CyrilA. Reillyや Josephが既に指摘している通り、犬が自分の毘尾を追いかけるエピソード
は、 1838年夏、 Massachusetts州 NorthAdamsに旅した Hawthorneが、実際に自にした出来事に取材し
ている。 20 そこでHawthorneは、 Bartram，J oe、 !~R馬車屋、 Giles、村医者、 Humphrey、見世物師らの
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モデルとなる人物にも出会っている。作中に描写された、E:の上に立つ石灰窯の様子、大理石の塊が窯の
1:1で燃え感る有様、 Brandが死んだ翌朝の爽やかな朝の風景などにしても、 No1'thAdamsでの体験を記し































He 1'emembered with what tenderness， with what love and sympathy fo1' mankind， and 
what pity fo1' human guilt and wo， he had first begun to contemplate those ideas 
which afte1'wards became the inspi1'ation of his life; withもNhatreverence he had then 
looked into the hea1't of man， viewing it as a temple originally divine， and however 





から救ったことは、その表れである。 Brahdは星に向かつて、“‘Oh，stars of Heaven， that shone on me 
of old， as if to light me onward and upward !'" (100)と呼びかけているが、 Faustusとて、 Mephisto



















will 1 headlong run into the earth ; / Earth， gape! 0， no， itwill not harbour me !"(172) と叫んでいる。
大地に受け入れを拒否されたこ人にとって、)泣く先は火の中しか残されていない。
Brandが覗き込む窯の穴は、猛烈に炎を吹き上げ、立1]1可にも地獄の入り口めいた印象を与える。石灰窯
がこのf乍Ifhで、地獄を象徴的に表していることは、“Withthe smoke and jets of flame issuing from 
the chinks and crevices of this door， which seemed to give admittance into the hil…side， it
resembled nothing so much as the private entrance to the infernal r・egions，which the shepherds 
of the Delectable Mountains were accustomed to show to pilgrims." (84) との文章にも明らかであ
る。その地獄の口へと Brandは自ら身を投げる。 DoctorFaustωにおいても、地獄の有様が視覚化して示
されている。約束の時間が刻々と迫るなか、悪天1吏が寄若干に姿を現し、燃え盛る炎に罪人たちが身を焼か
れる地獄の情景を、 Faustusの自の前にまざまきがと現出してみせる。“Thejaws of hell are open to 
receive thee.ぺ170)との普天使の台詞があり、この表現は知何にも“EthanBrand"の窯の口を想い起こ
させる。 Faustusは惑魔たちにより、この f地獄の顎」に引きずり込まれる。
小屋で床に就いた Bartram 父子J土、寝苦しい夜を過ごす。彼らは~í うつつの状態で、重々しく轟き渡る
Brandの恐ろしい笑い子討を開いたような気がする。また、“dimshapes of horror and anguish haunted 
their dreams， and seemed stil present in the rude hovel when they opened their eyes to the 
daylight." (100)でもあった。 DoctorFaZlStusでも、隣室に引き取った三人の学者は、その夜、助けを求め
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るFaustusの凄まじい悲鳴を耳にする。翌朝、自を覚ました彼らには、悪魔の跳梁する姿を自にしたよう
な感覚が残っている。すなわち、“thehouse seem'd a1 on fire， / With dreadful horror of these 
damned fiends." (174) とある。
禍々しい夜がゆjけ、爽やかな朝を迎えると、 BartramとJoeは早速小屋から出て、石灰窯に駆けつけ





























こえたのは、実は Mephistoのペテンであった。 Mephistoは手下の死霊どもに命じて、 Faustの墓穴を掘























見したと称する theUnpardonable Sinを誇るがごとき態震が髄rIJi-に見られる。例えば、 Brand
を開けると、彼がEゃから悪魔を呼び、出すことを恐れて、 Bartramがf!JIJ止の言葉をかける場揺がある。
ると Brand'土、 "'whatneed have 1 of the devil? 1 have left him behind me on mv track. It 
is with such half-way sinners as you that he busies himself.'" (89) と倣然と言い放つ。採の深さに
おいて、悪魔さえ凌駕すると豪語する Brandにとって、 j関で身を持ち崩した三人のやJ人など、物の数では
ない。 Brandは、彼らなどとつくの昔に用済みで、その腕の内を採ってみても、自分の自的に遊うものな
ど何一つ見つけられなかったと言って、彼らのちっぽけな.\ll~を閣笑する。 Bartram にtheUnpardonable 
Sinの在りかを1mわれて、それは自分の心の中だと答える Brandの態度は、“standingerect， with the 
pride that distinguishes al enthusiasts of his stamp." (90)で、あったと いる。まさしく、この
“pride"こそが、 Brandをj問中的行動へと駆り立てる原動力となっている。
MarloweのFaustusによる神への反逆も、問じ倣慢さに起i却している。彼は、九m叫nwith cunning， of 
a self-conceit， / His waxen wings did mount above his reach，" (57) とある通り、自'抱れに膨れ上
がって、己の分!諜を踏み越えてしまう。彼はこれまで修めた学問を捨て去り、!議手lijをさ7:ぽうと決意して、




あり、今更罪を悔やむ気にもなれない。だから彼は平然と、“'Freely，were it to do again， would 1 incur 
the guilt. Unshrinkingly， 1 accept the retribution !'" (90)などと言つてのける。最後の最後までBrand
は神に赦しを乞おうとしない。彼は、“‘Whatmore have 1 to seek? What more to achieve?“・・ My
task is done， and well done !， (99) などとうそぶきつつ、石氏~~の炎に身を投じる。
同じく Faustusも、やIlに放しを求めることなく、我と我が身を減はす。彼は普天使に改心を促されて、
“Contrition， prayer， repentance-what of these?" (81) と返事をしている。 Mとしても悔悟を肯んじぬ
彼は、ついに時間切れとなって、悪魔たちに地獄へと引きずり込まれる。最後に去って、神の放しを求め
る気になるが、実際にそれを日にしてはいない。彼は憾い改めの気持ちを表しもせずに、ただ‘救ってほし





例えば、早くも と契約を結んだ直後に、“Now，Faustus， must / Thou needs be damn'd， and canst 
thou not be sav'd. / What boots it， then， to think on God or heaven? / Away with such vain 
fancies， and despair; / Despair in God" (80)と独自している。彼の身を案じる老人は、“Thencall for 
mercy， and avoid despair" (162) と忠告を与える。だが彼は女子んで絶望に、淫するがごとき態度に終始す
る。彼に苦境を打ち明けられた三人の学者仲間が、ひたすら神の梅名をJl乎ぶことを求めても、彼は、“and








よい。議天使も LuciferもMephistoも、皆で寄ってたかつて、 Faustusの絶望をかき立てる。 Mephistoは
契約期限が切れるさ当日、“Ay，Faustus， now thou hast no hope of heaven ; / Therefore despair， think 






なった。そしてこの説点から、 Hawthorneを研究する者にとっての懸案である theUnpardonable Sinの
問題にも、解明の手掛かりを提供出来るのではあるまいか。
the Unpardonable Sinとは、 Brand自身が作中で述べているように、一般的に、“'Thesin of an intel-
lect that triumphed over the sense of br‘otherhood with man， and reverence for God， and sac-
rificed everything to its own mighty claims !'" (90)とされる。これは theUnpardonable Sinの神学的
解釈に対して、世俗的あるいは道能的解釈と呼び?ならわされ、“EthanBrand"のみならず、 Hawthorneの
作品全殺に当てはめて考えることが可能で、ある。しかし、この額語通りの理解に飽き足らず、少なからぬ
批評家が独自の解釈を試みている。 Schulzの解釈によれば、 theUnpardonable Sinとは、 Brandが自分
のドラマを演じるため、頭の中で勝予に作り上げた“Idea"に過ぎず、実資的に存在しないに等しいとさ
れる。 23 Pedersenは、 Brand'土過去の罪深い所業を償い、救済に至ったと主張する。とすると、 Brandの
犯した罪は、実は theUnpardonable Sinではなかったということになろうか。 24 Sheldon W. Liebmanの
意見で、も、 Brand'土theUnpardonable Sinnerなどではない。彼が自分の罪は赦されないと独り決めに思





一段上の罪人と見なすことで、この間胞の輪を破っている。 26 それ以前に、本来存在しえない theUnpar-
donable Sinを採し求めようとした Brandの意罰そのものの中に、彼のtheUnpardonable Sinがあると
する見解を KermitVanderbilt は示している。 27Terence Martinもこれと同様の意見を表明している。す
なわち、 Hawthorneの作品には、 Aylmer、Rappaccini、Judge Pyncheonなど、一般的な意味での、所
謂 theUnpardonable Sinnerが数多く登場するが、彼らは各自の日的を追求する過程で、思わず知らずthe
Unpardonable Sinの境界線を踏み越えてしまったに過ぎない。それに対して Brandは、最初から the
Unpardonable Sinを犯すこと自{本を目的としたがために、:支のtheUnpardonable Sinnerとなる O 28 
Schwartzは、神との関係において theUnpardonable Sinを捉えている。 Brandは知的ブラ千ドゆえに、
神聖にして侵すべからざるやj1に敢えて挑もうとした。持iをf怒り、ついには自らやjJにならんとした彼の行為







いたかを示す、興味深い台詞がある。破滅の刻限が迫り、三人の に、“Yet，Faustus， look up to 
heaven; remember God's mercies are infinite."と{足されて、 Faustus'土、“ButFaustus' offence can 
ne'er be pardoned: the serpent that tempted Eve may be saved， but not Faustus." (167)と答えて




donable Sinの本質も自ずと見えてくる。 theUnpardonable Sinを見いだしたと主張することは、一介の
入院の身として、限りない倣慢さを示している。なぜなら人間がや1の詰iJに真にへりくだって放しを乞えば、
放されない罪などありえるはずがない。自分こそ特別に罪深い存在で、神にさえ絶対に赦されることはあ
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Brandに死ぬまで救いの可能性が残されていたことは、 Brandという名所J自体にも暗示されている。
McElroyによれば、ギリシャ神話、聖書、目的rthorneと同時代の作家の作品などに、“Likea brand 





















実際、 Faustusは悪魔に取り溶かれただけだが、 Brand'立本文中に、“ThusEthan Brand became a 
fiend" (99)とある通り、自らが悪魔に変じたとされる。それ以外にも彼が悪魔と化したことを灰めかすー丈
章が、作中の所々に散見される oBrandの目は、“gleamedlike fires within the entr百 lceof a mysteri-
ous cavern." (86) しており、そこには地獄の入り口のイメージが付与されている。彼l土地獄の“‘deadly
















した Hawthome'sReading， 1828-1850によれば、 1848年6月5臼、 HawthorneはtheSalem Ath司
enaeumから、 TheWorks 0/ Christoρher Marloweの第二巻を借り出している。34 これは GeorgeRobin-
sonの編集により、 1826年にロンドンで刊行された三巻本の作品集で、 DoctorFaust附はまさにその第二
巻に収められている。“EthanBrand"の初出は、 1850年1月5BのBostoη は'eJdyMuseum誌、上となっ
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